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2010 年 6 月より「イクメンプロジェクト」を立ち上げ、働く男性がより育児に関わった
り、育児休業を取得したりできる社会へと変えていくための取り組みを始めているが、私
自身の元に第一子が誕生した 2016 年度において、男性の育児休業の取得率は 3.16％であ






















































第１項  就業者数の推移 
2018 年（1～10 月）の平均就業者数は 6,671 万人で、データが存在する 1972 年から
2018 年にわたる長期の動きとしては約 1,500 万人の増加が見られる。（図２－１）背景に
は同期間の約 1,000 万人の人口増加の影響（図２－２）、女性就業者の増加に加え、景気
動向も影響を与えており、日本の人口は 2011 年をピークとして減少傾向に転じ始めた
が、就業者数においては 1997 年平均の 6,549 万人をピークに景気の後退局面で緩やかな
減少傾向が見られるようになり、2012 年の 6,282 万人を底にして再度上昇傾向に入り、
2017 年には 6,531 万人まで回復して 2018 年において計測史上最高値を記録している。 
図 ２-１ 日本の就業者数の推移（1972 年～2018 年） 
 
（出所：「総務省統計局の労働力調査」の結果に基づき、筆者作成）  

























































































































































































































第２項  契約形態別雇用者数の推移 
契約形態別の雇用者数2の推移を確認すると、2018 年 10 月時点で男女計 5,678 万人の役
員を除く雇用者がおり、その内の 62%の 3,522 万人が正規の職員・従業員であり、残りの
38%にあたる 2,156 万人がパート・アルバイト・契約社員・嘱託社員などの非正規の職
員・従業員である。性別ごと確認すると、男性は計 3,043 万人の役員を除く雇用者が居
て、うち 77.5%にあたる 2,357 万人が正規、22.5%にあたる 686 万人が非正規の職員・従
業員である。女性は 2,635 万人の役員を除く雇用者が居て、44.2%にあたる 1,165 万人が
正規、55.8％にあたる 1,471 万人が非正規の職員・従業員となっており、男女で契約形態
の割合が大きく異なっている。また、就労者数の推移の転換点であった 2012 年度時点と
2018 年度のデータを比較して見ると、役員を除く雇用者が 517 万人増えているが、正規
の職員・従業員の増加分はその内の 177 万人に留まり、非正規の職員・従業員が 340 万人
増加していて、（表２－１）増加分のおよそ 2/3 が非正規の職員・従業員によるものであ
る。同期間における男女別の雇用者増加の推移は、正規の職員・従業員の増加分では男性
が 53 万人、女性が 123 万人、非正規の職員・従業員の増加分では男性が 120 万人、女性
が 222 万人となっており、いずれの契約形態においても女性の雇用者数が伸張している。 
表 ２-１ 男女および雇用体系別の雇用者数の推移（2007～2018 年） 




役員を除く雇用者  5,185 5,175 5,124 5,138 5,167 5,161 5,213 5,256 5,303 5,391 5,480 5,678 
正規の職員・従業員  3,449 3,410 3,395 3,374 3,355 3,345 3,302 3,288 3,317 3,367 3,423 3,522 
非正規の職員・従業員 1,735 1,765 1,727 1,763 1,812 1,816 1,910 1,967 1,986 2,023 2,036 2,156 
男  
役員を除く雇用者  2,947 2,928 2,874 2,865 2,887 2,870 2,885 2,898 2,908 2,938 2,957 3,043 
正規の職員・従業員  2,408 2,367 2,345 2,324 2,315 2,304 2,273 2,267 2,272 2,287 2,310 2,357 
非正規の職員・従業員 539 560 527 540 571 566 611 631 636 651 647 686 
女  
役員を除く雇用者  2,237 2,248 2,250 2,273 2,280 2,291 2,327 2,357 2,395 2,453 2,503 2,635 
正規の職員・従業員  1,041 1,043 1,050 1,051 1,040 1,042 1,029 1,022 1,045 1,080 1,114 1,165 
非正規の職員・従業員  1,196 1,205 1,200 1,223 1,241 1,249 1,298 1,335 1,350 1,373 1,389 1,471 
（出所：総務省統計局による「労働力調査」の結果に基づき、筆者作成） 




第３項  家族類型別一般世帯数の推移 
総務省統計局の国勢調査の結果に基づくと、2000 年から 2015 年までの間に世帯数は 14%














2000 2005 2010 2015
総数 46,782 49,063 51,842 53,332







































2000 8,823 14,904 535 3,011 238 697 1,438 2,079 1,871 276 12,911
2005 9,625 14,631 605 3,465 246 737 1,177 1,819 1,939 360 14,457
2010 10,244 14,440 664 3,859 232 731 920 1,516 1,910 456 16,785


























第４項  共働き世帯数の推移 
 1980 年～2017 年に渡る専業主夫世帯と共働き世帯の推移を確認してみると、1980 年と









                                                     



































































































第５項  合計特殊出生率と出生数の推移 
 厚生労働省の人口動態統計のデータに基づき、ここ 30 年の日本の合計特殊出生率4のト
レンドを見てみると、2002 年頃までは長らく減少傾向にあったが、近年は若干の増加傾
向が見られており、2017 年度のデータで 1.43 という値を示している。また、この合計特
殊出生率を 5 歳毎の年齢区分別に確認をしてみると、1987 年の時点では、25 歳～29 歳の
層の出産がその年の全体の半分を占めており、20 歳～34 歳までの女性が子供を産んでい
た中心の世代であったことが確認できるが、2017 年の時点では、25 歳～29 歳の層の出産
は全体の 1/3 にも満たない割合となり、最も出産が多い年齢区分は 30 歳～34 歳となって
いる。その結果、子供を産んでいる中心の世代も 25 歳～39 歳へと上昇していることが確
認できる。（表２－２） 
 
表 ２-２ 合計特殊出生率の推移（1987～2017 年/ 5 年毎） 
年齢  
昭和 62 年  
（1987） 
平成 4 年 
（1992） 
平成 9 年 
（1997） 
平成 14 年  
（2002） 
平成 19 年  
（2007） 
平成 24 年  
（2012） 
平成 29 年  
（2017） 
1.69 1.50 1.39 1.32 1.34 1.41 1.43 
15～19 歳  0.0194 0.0187 0.0206 0.0298 0.0246 0.0219 0.0170 
20～24 0.2798 0.2240 0.1933 0.1979 0.1831 0.1607 0.1378 
25～29 0.8289 0.6585 0.5448 0.4648 0.4341 0.4325 0.4077 
30～34 0.4597 0.4704 0.4700 0.4410 0.4614 0.4916 0.5128 
35～39 0.0933 0.1174 0.1424 0.1633 0.2025 0.2525 0.2910 
40～44 0.0093 0.0125 0.0165 0.0213 0.0305 0.0448 0.0596 
45～49 0.0002 0.0003 0.0004 0.0005 0.0008 0.0012 0.0016 
（出所：厚生労働省による「人口動態統計」の結果に基づき、筆者作成）  
                                                     
4 15 歳から 49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの 
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別のデータにて、1985 年と 2017 年時点の出産を経験した女性の平均年齢を確認してみ
ると、28.6 歳から 32.0 歳へと上昇している傾向が見られ、全体的に出生率は回復傾向に
あるものの、出産年齢の高齢化が進んでいる様子がうかがえる。（表２－３）また、同デ
ータに基づいて出生数の推移を確認してみると、1985 年時点の 143 万人の子供が誕生し
ていたのが、2017 年時点では 94 万人まで減少しており、およそ 2/3 程度の割合となって
いる。（表２－４） 
 
表 ２-３ 母体の平均出産年齢の推移（1985～2017 年）/単位（歳） 
出生順位  
昭和 60 年 
(1985) 
平成 2 年 
(1990) 
平成 7 年 
（1995） 
平成 12 年 
（2000） 
平成 17 年 
（2005） 
平成 22 年 
（2010） 
平成 27 年 
（2015） 
平成 28 年 
（2016） 
平成 29 年 
(2017) 
総 数   28.6 歳   28.9 歳   29.1 歳   29.6 歳   30.4 歳   31.2 歳  31.8 歳  31.9 歳   32.0 歳 
第１子  26.7 27.0 27.5 28.0 29.1 29.9 30.7 30.7 30.7 
第２子  29.1 29.5 29.8 30.4 31.0 31.8 32.5 32.6 32.6 
第３子  31.4 31.8 32.0 32.3 32.6 33.2 33.5 33.6 33.7 
（出所：「厚生労働省の人口動態統計」の結果に基づき、筆者作成）  
 
表 ２-４ 年間の出生数の推移（1985～2017 年）/単位（人） 
出生順位  
昭和 60 年 
(1985) 
平成 2 年 
(1990) 
平成 7 年 
（1995） 
平成 12 年 
（2000） 
平成 17 年 
（2005） 
平成 22 年 
（2010） 
平成 27 年 
（2015） 
平成 28 年 
（2010） 
平成 29 年 
(2017) 
総 数 1,431,577 1,221,585 1,187,064 1,190,547 1,062,530 1,071,304 1,005,677 976,978 946,065 
第１子  602,005 531,648 567,530 583,220 512,412 509,736 478,082 459,751 439,257 
第２子  562,920 459,569 428,394 434,964 399,307 390,212 363,225 355,784 348,833 





第６項  待機児童数の推移 














































1 沖縄県 南風原町 1,919 194 10.11%
2 沖縄県 西原町 1,218 106 8.70%
3 福岡県 筑紫野市 2,218 181 8.16%
4 兵庫県 明石市 7,149 571 7.99%
5 福岡県 大野城市 2,290 173 7.55%
6 沖縄県 南城市 1,951 143 7.33%
7 東京都 国分寺市 2,848 202 7.09%
8 千葉県 印西市 2,062 133 6.45%
9 東京都 目黒区 5,719 330 5.77%
10 沖縄県 うるま市 4,462 236 5.29%
11 兵庫県 西宮市 8,166 413 5.06%
12 沖縄県 沖縄市 5,272 264 5.01%
13 東京都 三鷹市 3,835 190 4.95%
14 千葉県 八千代市 2,975 144 4.84%
15 東京都 台東区 3,838 183 4.77%
16 千葉県 習志野市 3,023 144 4.76%
17 千葉県 浦安市 3,760 168 4.47%
18 東京都 府中市 5,602 248 4.43%
19 千葉県 市川市 9,192 385 4.19%
20 東京都 中央区 4,882 188 3.85%
21 東京都 日野市 3,879 139 3.58%
22 東京都 江戸川区 13,214 440 3.33%
23 東京都 西東京市 3,914 129 3.30%
24 岡山県 岡山市 17,491 551 3.15%
25 埼玉県 朝霞市 3,382 106 3.13%
26 東京都 渋谷区 4,966 151 3.04%
27 東京都 調布市 5,718 167 2.92%
28 東京都 墨田区 6,567 189 2.88%
29 東京都 世田谷区 17,306 486 2.81%
30 東京都 中野区 6,120 171 2.79%
31 兵庫県 宝塚市 4,273 116 2.71%
32 広島県 東広島市 4,714 118 2.50%
33 神奈川県 藤沢市 7,518 174 2.31%
34 福島県 福島市 5,027 112 2.23%
35 東京都 文京区 5,022 100 1.99%
36 東京都 町田市 7,780 146 1.88%
37 兵庫県 尼崎市 8,349 155 1.86%
38 茨城県 つくば市 6,345 116 1.83%
39 東京都 大田区 13,883 250 1.80%
40 東京都 足立区 12,739 205 1.61%
41 兵庫県 姫路市 11,700 185 1.58%
42 東京都 板橋区 12,529 185 1.48%
43 埼玉県 さいたま市 22,889 315 1.38%
44 沖縄県 那覇市 10,779 138 1.28%
45 鹿児島県 鹿児島市 13,309 158 1.19%
46 兵庫県 神戸市 28,232 332 1.18%
47 岡山県 倉敷市 11,701 125 1.07%
48 宮城県 仙台市 20,752 138 0.66%
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30 歳未満 83.3  21.1  18.9  3.3  3.3  5.6  10.0  12.2  5.6  4.4  7.8  11.1  
30～34 歳 76.0  17.2  18.9  13.3  12.9  15.5  21.0  13.3  4.3  9.9  9.9  7.3  
35～39 歳 69.0  19.5  16.0  27.2  16.4  15.0  21.0  11.6  6.9  8.9  8.1  7.5  
40～49 歳 50.3  14.3  9.9  47.3  23.8  22.5  15.4  9.9  10.2  6.2  6.1  3.7  
合計 60.4  16.8  13.2  35.1  19.3  18.6  17.4  10.9  8.3  7.4  7.2  5.6  
（出所：国立社会保障・人口問題研究所による「第 14 回出生動向基本調査（2010 年）」の結果に基づき、筆者作成）  
                                                     
5 60 歳までの勤務を前提にし、退職金を含めていない 
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図 ２-７ 両立不安を感じる原因となったシーン （単位：％） 
 
（出所：スリール株式会社による「両立不安白書（2017）」の結果に基づき、筆者作成） 



































































































































































改定では子どもを保育施設に預けられない場合に認められる育児休業期間が 1 歳 6 ヶ月か























開始前賃金の 25％を支給する仕組みであったが、2000 年の制度改正時に 40%、2005 年度
の改正時には保育所が利用できない等の事情がある場合は養育する子が 1 歳 6 ヶ月になる
まで給付金が支給されることが認められ、2007 年度の改正時に 50％へと給付率が上昇
し、2009 年には育児休業期間と復帰後 6 ヶ月に分けていた給付金を休業中に全額支払う
制度へと改定された。さらに、2014 年の改正では育児休業取得から半年間に渡る給付金






表 ２-８ 雇用保険法に基づく育児休業給付金の給付率の推移 
  
2000 年改正以前  
 （1995 年 4 月創設）   
2000 年改正  
 （2001 年 1 月施行）  
2007 年改正  
（同年 10 月施行） 
2009 年改正  
（2010 年 4 月施行） 
2014 年改正  



























最初の 6 ヶ月間 
（67%）  


























































                                                     















④手厚い給与保障／欠員を活かしたキャリア開発―米系 IT 企業 A 社7 











                                                     
7 同社の従業員とその配偶者に対して行った 2017 年 8 月のインタビューを基にしている 
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第１項  ジェンダーによる育児休業の取得率の違い 
厚生労働省の「平成 29 年度雇用均等基本調査」に基づくと、ジェンダーによって育児
休業の取得率には大きな乖離が生じている。男性もここ 10 年のトレンドとしては取得率
が上昇傾向にあるが、それでも全体で 20 人に 1 人程度の割合であり、80%を常に上回っ
ている女性とは異なり、男性が育児休業を取得することはまだまだ稀なケースだと言える
だろう。（図２－９） 
図 ２-９ 男女別の育児休業取得率の推移（2007 年～2017 年） 
 
（出所：厚生労働省の「平成 29 年度雇用均等基本調査」に基づき、筆者作成） 
 
この事を踏まえ、明治安田生活福祉研究所が行った 2014 年 3 月に行った全国の 20 歳～
49 歳男女 3,616 人に対して行った「『出産と子育て』に関する調査結果」を確認してみる
と、育児休業の取得に前向きな人が男性全体の 50%以上を占めている一方で、育児休業を























































































ミットメント」と「計算的（calculative）コミットメント」に分類し、更に Mowday, et 
al（1979）が組織コミットメントについて「組織の価値や目標の共有，組織に残りたいと
いう願望，組織の代表として努力したいという意欲などによって特徴づけられる，組織へ




「功利的」の 2 次元での組織コミットメントの分析が発達することになった。 
1990 年代に入ると、Allen & Meyer（1990）による感情的要素 （affective），存続的要
素（continuance），規範的要素（normative）の 3 次元で組織コミットメントを捉えよう















































第３項  ジョブ・インボルブメント 
ジョブ・インボルブメントは個人の職務への没頭の程度を示す概念で、Hallberg & 























































第１項  先行研究 












































第１項  先行研究 





































第１項  先行研究 
















































表 ４-１ 組織コミットメントの先行要因 
















仕事の特性   




役割の状態   
メンバーと組織の適合要因 
目標の一致   
組織に対する信頼感   




































































第２項  調査概要 
調査名  「仕事と子育ての両立支援に関する調査」 
方法  インターネットを利用したアンケート調査 
期間  2018 年 11 月 06 日(火)～2018 年 11 月 07 日(水) 
調査対象 仕事を持つ日本国内在住の社会人（但し、パート・アルバイトは除く）  
有効回答数 181 名（有効回答率 87.8%） 
性別  男性（109 名）、女性（72 名） 
年齢  22～65 才 
婚姻関係 既婚（106 名）、未婚（75 名） 
子供の数 ０人、１人、２人、３人、４人以上 











表 ５-１ 回答者の性別と年齢の分布（単位：人） 
 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60歳以上 計 
男性 0 6 10 13 22 14 11 24 9 109 
女性 4 17 15 11 9 6 5 5 0 72 






表 ５-２ 回答者の性別と婚姻関係の分布（単位：人） 
 未婚 既婚 計 
男性 28 81 109 
女性 47 25 72 
計 75 106 181 
（出所：「仕事と子育ての両立支援に関する調査」に基づき、筆者作成） 
 
表 ５-３ 回答者の性別と子供の人数の分布（単位：人） 
 0人 1人 2人 3人 4人以上 計 
男性 36 20 33 18 2 109 
女性 47 11 11 3 0 72 
計 83 31 44 21 2 181 
（出所：「仕事と子育ての両立支援に関する調査」に基づき、筆者作成）  
 
表 ５-４ 回答者の性別と職業の分布（単位：人） 
 公務員 経営者・役員 会社員（事務系） 会社員（技術系） 会社員（その他） 計 
男性 13 7 27 30 32 109 
女性 2 0 35 12 23 72 
計 15 7 62 42 55 181 
（出所：「仕事と子育ての両立支援に関する調査」に基づき、筆者作成）  
 
表 ５-５ 回答者の性別と職位の分布（単位：人） 
 経営者・役員  部長クラス  課長クラス  主任・係長クラス  一般社員  その他  計 
男性 8 11 22 14 51 3 109 
女性 0 3 0 4 62 3 72 

































表 ５-６ 質問項目一覧 
  質問項目  カテゴリー 仮説因子  
Q1 私は、この会社の一員であることを誇りに思う  組織コミットメント 情緒的コミットメント 
Q2 私は、この会社に対して愛着を持っている  組織コミットメント 情緒的コミットメント 
Q3 キャリアの残りをこの会社で過ごしたい  組織コミットメント 情緒的コミットメント 
Q4 私は、この会社でしか働けない人間になっている 組織コミットメント 存続的コミットメント 
Q5 私がそうしたくとも、今この会社を離れることは非常に難しい 組織コミットメント 存続的コミットメント 
Q6 この会社を離れると、現在の生活の維持が難しい  組織コミットメント 存続的コミットメント 
Q7 もしこの会社を辞めたら、罪悪感が生じるだろう 組織コミットメント 規範的コミットメント 
Q8 私はこの会社に対して恩義を感じている  組織コミットメント 規範的コミットメント 
Q9 この会社の人達に恩義を感じているので、すぐに辞めるようなことはしない  組織コミットメント 規範的コミットメント 
Q10 あなたのキャリアプランを応援してくれている 配偶者からの支援  
配偶者からの 
キャリア支援  
Q11 あなたのキャリアプランを把握している  配偶者からの支援  
Q12 あなたのキャリアプランに賛同している  配偶者からの支援  
Q13 あなたの勤務先を気に入っている  配偶者からの支援  
配偶者の 
勤務先評価  
Q14 あなたの勤務先を良い会社だと評価している  配偶者からの支援  
Q15 あなたの勤務先を辞めないことを推奨している  配偶者からの支援  
Q16 育児休業中に従来の給与水準を一定期間会社が保障する制度  両立支援制度    
Q17 育児休業を複数回に分けて取得できる制度  両立支援制度    
Q18 在宅勤務制度  両立支援制度    
Q19 フレックスタイム制度  両立支援制度    
Q20 短時間勤務制度  両立支援制度    
Q21 子育て中の社員を支援する同僚に対する手当を支払う制度  両立支援制度    
Q22 事業所内保育所制度  両立支援制度    
Q23 子供の保育に対する経済的支援制度  両立支援制度    
Q24 子供が幼い間は、従業員の勤務地が考慮される制度  両立支援制度    
Q25 配偶者の転勤先に近い事業所へ異動できる制度  両立支援制度    
Q26 配偶者の転勤先に近い同業他社へ転職できる制度  両立支援制度    
Q27 看護休暇制度  両立支援制度    
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Q28 保活コンサルティングサービスの紹介  両立支援施策    
Q29 育児休業取得者の心構えに関する教育機会  両立支援施策    
Q30 育児休業から復帰する人の心構えに関する教育機会  両立支援施策    
Q31 育児休業取得者の管理職層に対する心構えに関する教育機会  両立支援施策    
Q32 子育てを疑似体験する教育機会  両立支援施策    
Q33 育児休業期間中に自己啓発に取り組めるような学習環境  両立支援施策    
Q34 社内の育児休業取得者同士でコミュニケーションが取れる仕組み  両立支援施策    
Q35 部下の育児休業取得を支援するよう管理職層に求めている  組織風土  
会社の啓発行動  Q36 同僚の育児休業取得に協力するよう一般社員層に求めている  組織風土  
Q37 出産・子供の誕生後も継続して働き続けるよう従業員に働きかけている  組織風土  
Q38 育児休業を取得する人を温かく送り出している 組織風土  
育児休業に対する 
職場の反応  
Q39 育児休業から復職する人を温かく迎えている  組織風土  
Q40 育児休業の取得希望を職場で言い出しやすい 組織風土  
Q41 性別に関わらず育児休業が取得しやすい  組織風土  
育児休業の 
取得しやすさ 
Q42 職位に関わらず育児休業が取得しやすい  組織風土  
Q43 職種に関わらず育児休業が取得しやすい  組織風土  
Q44 育児休業取得者が職場と定期的なコミュニケーションを取っている 組織風土  
育児休業中の 
職場との繋がり 
Q45 育児休業取得者が休業期間中に職場を気兼ねなく訪れることができる 組織風土  
Q46 育児休業中であっても一定時間の範囲で業務を行うことが認められている  組織風土  
Q47 自分のライフプランを定期的に上長に相談できる 組織風土  
欠員への予期対応  Q48 欠員が出ても円滑に業務が進むように個々の業務のマニュアル化を図っている  組織風土  
Q49 欠員が出ても円滑に業務が進むように業務の主担当と副担当を任命している  組織風土  
Q50 育児休業を取得することは、当人の評価に悪影響を及ぼさない  組織風土  
キャリアへの影響  Q51 育児休業を取得することは、当人のキャリアに悪影響を及ぼさない 組織風土  
Q52 仕事と育児を両立しながら活躍しているロールモデルが居る 組織風土  
Q53 子供が病気や怪我をしたときに勤務時間の調整がしやすい  組織風土  
柔軟な勤務体系  Q54 勤務時間ではなく業務の結果が重視される  組織風土  





























                                                     
8 「配偶者からの支援」に関しては、配偶者・パートナーが居る場合のみの任意回答  
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第４項  仮説モデル 
本節の第１項から第３項にて示した本研究の仮説をモデルにて示す。（図５－１） 
 







 調査結果に基づき、まず回答者全員を対象とした分析を行い、全体像を把握する。  
 
第１項  回答人数・回答割合 



















29 32 45 57 18
16% 18% 25% 31% 10%
33 23 38 64 23
18% 13% 21% 35% 13%
37 36 36 46 26
20% 20% 20% 25% 14%
38 43 54 31 15
21% 24% 30% 17% 8%
27 26 54 46 28
15% 14% 30% 25% 15%
6 24 43 66 42
3% 13% 24% 36% 23%
40 36 53 40 12
22% 20% 29% 22% 7%
24 24 45 68 20
13% 13% 25% 38% 11%
19 26 60 44 32
10% 14% 33% 24% 18%
28.11 30.00 47.56 51.33 24.00
16% 17% 26% 28% 13%
7 7 32 39 21
7% 7% 30% 37% 20%
12 8 32 42 12
11% 8% 30% 40% 11%
8 6 45 34 13
8% 6% 42% 32% 12%
11 6 48 24 17
10% 6% 45% 23% 16%
11 10 42 23 20
10% 9% 40% 22% 19%
9 9 32 32 25
8% 8% 30% 30% 24%
9.67 7.67 38.50 32.33 18.00
9% 7% 36% 31% 17%
48 27 53 38 15
27% 15% 29% 21% 8%
45 29 58 34 15
25% 16% 32% 19% 8%
35 21 59 40 26
19% 12% 33% 22% 14%
27 17 57 51 29
15% 9% 31% 28% 16%
27 11 60 50 33
15% 6% 33% 28% 18%
32 21 51 53 24
18% 12% 28% 29% 13%
45 39 49 37 11
25% 22% 27% 20% 6%
37 26 59 43 16
20% 14% 33% 24% 9%
34 30 58 42 17
19% 17% 32% 23% 9%
41 20 84 26 10
23% 11% 46% 14% 6%
38 18 66 38 21
21% 10% 36% 21% 12%
53 28 78 16 6
29% 15% 43% 9% 3%
44 24 65 34 14
24% 13% 36% 19% 8%
57 28 49 40 7
31% 15% 27% 22% 4%
50 34 56 31 10
28% 19% 31% 17% 6%
36 15 77 32 21
20% 8% 43% 18% 12%
35 15 76 35 20
19% 8% 42% 19% 11%
53 18 63 34 13
29% 10% 35% 19% 7%
33 13 66 39 30
18% 7% 36% 22% 17%
28 10 75 44 24
15% 6% 41% 24% 13%
45 31 59 31 15
25% 17% 33% 17% 8%
38.32 21.59 59.91 35.82 17.14




























































































































































































当てはまらない あまり当てはまらない どちらとも言えない やや当てはまる 当てはまる
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当てはまらない あまり当てはまらない どちらとも言えない やや当てはまる 当てはまる
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当てはまらない あまり当てはまらない どちらとも言えない やや当てはまる 当てはまる
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度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
私は、この会社の一員であることを誇りに思う 181 1 5 3.02 1.24
私は、この会社に対して愛着を持っている 181 1 5 3.12 1.309
キャリアの残りをこの会社で過ごしたい 181 1 5 2.93 1.361
私は、この会社でしか働けない人間になっている 181 1 5 2.68 1.219
私がそうしたくとも、今この会社を離れることは非常に難しい 181 1 5 3.12 1.268
この会社を離れると、現在の生活の維持が難しい 181 1 5 3.63 1.081
もしこの会社を辞めたら、罪悪感が生じるだろう 181 1 5 2.71 1.223
私はこの会社に対して恩義を感じている 181 1 5 3.2 1.204
この会社の人達に恩義を感じているので、すぐに辞めるようなことはしない 181 1 5 3.24 1.209
組織コミットメント　カテゴリー小計 3.07
あなたのキャリアプランを応援してくれている 106 1 5 3.57 1.087
あなたのキャリアプランを把握している 106 1 5 3.32 1.134
あなたのキャリアプランに賛同している 106 1 5 3.36 1.025
あなたの勤務先を気に入っている 106 1 5 3.28 1.128
あなたの勤務先を良い会社だと評価している 106 1 5 3.29 1.187
あなたの勤務先を辞めないことを推奨している 106 1 5 3.5 1.181
配偶者からの支援　カテゴリー小計 3.39
部下の育児休業取得を支援するよう管理職層に求めている 181 1 5 2.7 1.292
同僚の育児休業取得に協力するよう一般社員層に求めている 181 1 5 2.7 1.261
出産・子供の誕生後も継続して働き続けるよう従業員に働きかけている 181 1 5 3.01 1.302
育児休業を取得する人を温かく送り出している 181 1 5 3.21 1.256
育児休業から復職する人を温かく迎えている 181 1 5 3.28 1.262
育児休業の取得希望を職場で言い出しやすい 181 1 5 3.09 1.284
性別に関わらず育児休業が取得しやすい 181 1 5 2.61 1.231
職位に関わらず育児休業が取得しやすい 181 1 5 2.86 1.242
職種に関わらず育児休業が取得しやすい 181 1 5 2.88 1.232
育児休業取得者が職場と定期的なコミュニケーションを取っている 181 1 5 2.69 1.137
育児休業取得者が休業期間中に職場を気兼ねなく訪れることができる 181 1 5 2.92 1.271
育児休業中であっても一定時間の範囲で業務を行うことが認められている 181 1 5 2.41 1.1
自分のライフプランを定期的に上長に相談できる 181 1 5 2.72 1.239
欠員が出ても円滑に業務が進むように個々の業務のマニュアル化を図っている 181 1 5 2.51 1.25
欠員が出ても円滑に業務が進むように業務の主担当と副担当を任命している 181 1 5 2.54 1.218
育児休業を取得することは、当人の評価に悪影響を及ぼさない 181 1 5 2.93 1.234
育児休業を取得することは、当人のキャリアに悪影響を及ぼさない 181 1 5 2.94 1.223
仕事と育児を両立しながら活躍しているロールモデルが居る 181 1 5 2.65 1.277
子供が病気や怪我をしたときに勤務時間の調整がしやすい 181 1 5 3.11 1.295
勤務時間ではなく業務の結果が重視される 181 1 5 3.14 1.198




表 ５-１２ 全体構造：質問項目の平均値・標準偏差 
 





181 0 1 .43 .497 
育児休業を複数回に分けて取得できる制度  181 0 1 .20 .400 
在宅勤務制度  181 0 1 .17 .378 
フレックスタイム制度  181 0 1 .33 .470 
短時間勤務制度  181 0 1 .49 .501 
子育て中の社員を支援する同僚に対する手当を支払う制度  181 0 1 .09 .285 
事業所内保育所制度  181 0 1 .10 .300 
子供の保育に対する経済的支援制度  181 0 1 .13 .340 
子供が幼い間は、従業員の勤務地が考慮される制度  181 0 1 .21 .408 
配偶者の転勤先に近い事業所へ異動できる制度  181 0 1 .12 .328 
配偶者の転勤先に近い同業他社へ転職できる制度  181 0 1 .06 .229 
看護休暇制度  181 0 1 .32 .468 
保活コンサルティングサービスの紹介  181 0 1 .04 .206 
育児休業取得者の心構えに関する教育機会  181 0 1 .07 .259 
育児休業から復帰する人の心構えに関する教育機会  181 0 1 .07 .249 
育児休業取得者の管理職層に対する心構えに関する教育機会  181 0 1 .06 .240 
子育てを疑似体験する教育機会  181 0 1 .02 .147 
育児休業期間中に自己啓発に取り組めるような学習環境  181 0 1 .08 .268 
社内の育児休業取得者同士で  
コミュニケーションが取れる仕組み  


















係数 1 2 3 
私は、この会社に対して愛着を持っている  .952 -.010 -.026 情緒的 
コミット 
メント 
0.888 私は、この会社の一員であることを誇りに思う  .859 .034 -.008 
キャリアの残りをこの会社で過ごしたい  .624 .057 .178 
この会社の人達に恩義を感じているので、すぐに辞めるようなことはしない  .049 .779 .039 規範的 
コミット 
メント 
0.821 もしこの会社を辞めたら、罪悪感が生じるだろう  -.013 .746 -.006 
私はこの会社に対して恩義を感じている  .382 .558 -.126 
この会社を離れると、現在の生活の維持が難しい  .032 -.129 .644 存続的 
コミット 
メント 
0.651 私がそうしたくとも、今この会社を離れることは非常に難しい  -.150 .267 .616 
私は、この会社でしか働けない人間になっている  .209 -.058 .537 
















あなたのキャリアプランを把握している .937 -.108 
配偶者からの 
キャリア支援 
0.915 あなたのキャリアプランに賛同している .893 .033 
あなたのキャリアプランを応援してくれている .820 .095 
あなたの勤務先を良い会社だと評価している .029 .914 
配偶者からの 
勤務先評価 
0.887 あなたの勤務先を気に入っている .110 .830 
あなたの勤務先を辞めないことを推奨している -.107 .802 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 ５-１６ 因子間相関の分析 組織コミットメント 
  情緒的コミットメント  存続的コミットメント  規範的コミットメント  
情緒的コミットメント  1 .445** .679** 
存続的コミットメント  .445** 1 .418** 
規範的コミットメント  .679** .418** 1 





表 ５-１７ 因子間相関の分析 配偶者からの支援 
  
配偶者からのキャリア支援 配偶者からの勤務先評価 
配偶者からのキャリア支援 1 .557** 
配偶者からの勤務先評価 .557** 1 






















1 .648** .781** .807** .700** 
  
会社の啓発活動  .648** 1 .601** .691** .731**   
パフォーマンスベースの
評価制度  








.700** .731** .697** .758** 1 
 
**. 相関係数は  1% 水準で有意 (両側) 
（出所：「仕事と子育ての両立支援に関する調査」の結果に基づき、筆者作成）  
 
因子の組み合わせは 10 通りで、それぞれにおいて 1%有意で中程度から強い相関が見ら
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































=0.242, p < .05)と「配偶者の転勤先に近い事業所へ異動できる制度」(β=0.197, p < .05)で、
いずれも情緒的コミットメントに正の影響を与えていた。 
(定数) 5.224 0.000
育休給与保障 0.139 1.629 0.105
育休分割取得 0.154 1.951 0.053
在宅勤務 -0.054 -0.666 0.506
フレックスタイム 0.069 0.880 0.380
短時間勤務 -0.116 -1.380 0.170
子育て社員の同僚への手当 0.058 0.766 0.445
事業所内保育所 -0.055 -0.800 0.425
保育への経済支援 0.037 0.404 0.687
勤務地考慮 -0.039 -0.481 0.631
配偶者の転勤先地へ異動 0.197 2.215 0.028 *
配偶先の転勤先地へ転職 -0.129 -1.490 0.138
看護休暇 0.067 0.826 0.410
保活コンサルティング 0.039 0.485 0.629
育児休業前教育 0.148 1.444 0.151
育児休業復帰前教育 -0.116 -0.912 0.363
育休取得者の管理者教育 0.013 0.130 0.897
子育て疑似体験 -0.013 -0.140 0.889







会社の啓発活動 -0.002 -0.023 0.982
育児休業取得者への
周囲の態度
0.242 2.136 0.034 *














t 値 p 値
78 
 






育休給与保障 0.109 1.135 0.258
育休分割取得 0.078 0.880 0.380
在宅勤務 -0.075 -0.820 0.414
フレックスタイム -0.017 -0.188 0.851
短時間勤務 0.041 0.439 0.662
子育て社員の同僚への手当 0.016 0.186 0.853
事業所内保育所 -0.120 -1.548 0.124
保育への経済支援 0.056 0.551 0.582
勤務地考慮 -0.029 -0.314 0.754
配偶者の転勤先地へ異動 0.185 1.849 0.066
配偶先の転勤先地へ転職 0.046 0.474 0.636
看護休暇 -0.048 -0.521 0.603
保活コンサルティング 0.067 0.741 0.460
育児休業前教育 0.076 0.663 0.508
育児休業復帰前教育 -0.115 -0.801 0.424
育休取得者の管理者教育 0.050 0.432 0.667
子育て疑似体験 0.044 0.434 0.665
























t 値 p 値
79 
 






育休給与保障 0.100 0.995 0.321
育休分割取得 0.023 0.243 0.808
在宅勤務 0.059 0.611 0.542
フレックスタイム 0.034 0.362 0.717
短時間勤務 -0.145 -1.466 0.145
子育て社員の同僚への手当 -0.008 -0.093 0.926
事業所内保育所 0.054 0.657 0.512
保育への経済支援 0.116 1.081 0.281
勤務地考慮 -0.026 -0.273 0.785
配偶者の転勤先地へ異動 0.214 2.042 0.043 *
配偶先の転勤先地へ転職 -0.086 -0.833 0.406
看護休暇 0.103 1.070 0.286
保活コンサルティング 0.037 0.392 0.695
育児休業前教育 0.205 1.693 0.093
育児休業復帰前教育 -0.267 -1.774 0.078
育休取得者の管理者教育 -0.088 -0.728 0.468
子育て疑似体験 0.099 0.924 0.357
























t 値 p 値
80 
 






育休給与保障 -0.094 -0.685 0.495
育休分割取得 0.051 0.428 0.670
在宅勤務 0.119 0.837 0.405
フレックスタイム -0.010 -0.077 0.938
短時間勤務 -0.020 -0.140 0.889
子育て社員の同僚への手当 0.028 0.240 0.811
事業所内保育所 0.090 0.814 0.418
保育への経済支援 -0.211 -1.360 0.178
勤務地考慮 0.184 1.420 0.159
配偶者の転勤先地へ異動 0.071 0.496 0.621
配偶先の転勤先地へ転職 0.113 0.805 0.423
看護休暇 -0.131 -0.998 0.321
保活コンサルティング 0.046 0.387 0.700
育児休業前教育 0.109 0.701 0.486
育児休業復帰前教育 0.098 0.486 0.628
育休取得者の管理者教育 -0.041 -0.279 0.781
子育て疑似体験 -0.170 -1.206 0.231

































育休給与保障 0.033 0.250 0.804
育休分割取得 -0.032 -0.287 0.775
在宅勤務 0.215 1.591 0.116
フレックスタイム -0.013 -0.105 0.916
短時間勤務 -0.070 -0.505 0.615
子育て社員の同僚への手当 0.072 0.650 0.517
事業所内保育所 -0.017 -0.167 0.868
保育への経済支援 0.050 0.336 0.738
勤務地考慮 0.068 0.547 0.586
配偶者の転勤先地へ異動 0.133 0.980 0.330
配偶先の転勤先地へ転職 -0.068 -0.507 0.613
看護休暇 0.093 0.745 0.458
保活コンサルティング 0.033 0.293 0.770
育児休業前教育 0.155 1.048 0.298
育児休業復帰前教育 -0.254 -1.328 0.188
育休取得者の管理者教育 0.109 0.782 0.436
子育て疑似体験 0.053 0.398 0.692






























表 ５-２５ 全体構造：配偶者からの支援と情緒的コミットメントの重回帰分析の結果 
情緒的コミットメント 
標準化係数 
t 値 P 値   
ベータ 
(定数)   2.241 0.027 * 
配偶者からのキャリア支援 0.216 2.267 0.025 * 
配偶者からの勤務先評価 0.448 4.705 0.000 ** 
R2 0.355   
調整済み R2 0.343   
F 値 28.392**   









表 ５-２６ 全体構造：配偶者からの支援と存続的コミットメントの重回帰分析の結果 
存続的コミットメント 
標準化係数 
t 値 P 値   
ベータ 
(定数)   7.080 0.000 ** 
配偶者からのキャリア支援 -0.152 -1.418 0.159   
配偶者からの勤務先評価 0.495 4.620 0.000 ** 
R2 0.184   
調整済み R2 0.161   
F 値 11.641**   
* p<.05, ** p<.01         
（出所：「仕事と子育ての両立支援に関する調査」の結果に基づき、筆者作成）  
モデルの調整済み決定係数は、0.161 となり有意であった。因子別の影響度合いにおいて
は、「配偶者からの勤務先評価」(β=0.495, p < .01)のみが「存続的コミットメント」に対し
て正の影響を与えていた。 
 
表 ５-２７ 全体構造：配偶者からの支援と規範的コミットメントの重回帰分析の結果 
規範的コミットメント 
標準化係数 
t 値 P 値   
ベータ 
(定数)   3.314 0.001   
配偶者からのキャリア支援 0.228 2.266 0.026 * 
配偶者からの勤務先評価 0.368 3.661 0.000 ** 
R2 0.281   
調整済み R2 0.267   
F 値 20.140 **   
* p<.05, ** p<.01         
（出所：「仕事と子育ての両立支援に関する調査」の結果に基づき、筆者作成）  
モデルの調整済み決定係数は、0.267 となり有意であった。「配偶者からのキャリア支援」








表 ５-２８ 全体構造：自由記述データ分析（スコア・出現頻度） 
 
（出所：「仕事と子育ての両立支援に関する調査」の結果に基づき、筆者作成）  
                                                     
9 スコアとは、与えられた文書の中でその単語がどれだけ特徴的であるかを指す 












時短 65.4 16 働ける 4.97 7 やすい 2.51 20
育児休暇 65.4 16 設ける 4.89 4 快い 1.17 2
育休 42 14 取る 2.18 17 手厚い 0.58 1
勤務 33.28 27 とらわれる 2 2 温かい 0.09 1
制度 16.61 22 整える 1.79 4 硬い 0.09 1
側 12.92 5 休む 1.01 9 細かい 0.08 1
急 12.92 5 取り入れる 0.97 3 にくい 0.07 2
託児所 12 6 働く 0.73 8 くだらない 0.07 1
休暇 10.22 7 できる 0.58 25 づらい 0.05 1
取得 9.65 19 なくす 0.58 2 よい 0.04 4
環境 9.38 22 作る 0.47 14 難しい 0.04 2
フレックス 9.29 4 思う 0.28 22 広い 0.04 1
人員 9.04 5 接す 0.26 1 良い 0.03 4
社員 8.74 18 出来る 0.23 9 古い 0.03 1
在宅 8.74 10 埋める 0.23 2 ほしい 0.02 2
子育て 7.74 14 ためらう 0.22 1 低い 0.02 1
当人 7.08 5 増やす 0.21 4 厳しい 0.02 1
産休 7.08 5 与える 0.2 3 いい 0.01 3
体制 4.63 9 考える 0.13 7 多い 0.01 2
企業 3.83 14 回る 0.1 2 欲しい 0.01 2
給与 3.5 5 出す 0.09 5 遅い 0.01 1
づくり 3.28 6 あく 0.09 1 強い 0.01 1
保育園 3.09 6 させる 0.08 2 うまい 0.01 1
育児 2.49 6 取れる 0.08 2 新しい 0.01 1
作り 2.42 9 持つ 0.07 5 早い 0 1
整備 2.35 5 認める 0.07 2 無い 0 1
配慮 1.86 5 つくる 0.06 2 高い 0 1
子供 1.76 16 もらえる 0.06 2 悪い 0 1
取り組み 1.75 3 変わる 0.05 3
残業 1.68 6 合う 0.05 2
業務 1.3 6 減る 0.05 2
正社員 1.16 4 とる 0.04 3
長期 1.1 4 浮かぶ 0.04 1
雰囲気 1.06 6 いく 0.03 4
会社 1.03 12 問う 0.03 1
必要 0.94 14 やめる 0.02 2
確保 0.89 4 増える 0.02 2
仕事 0.82 20 おく 0.02 2
理解 0.8 8 違う 0.02 2
上司 0.71 5 合わせる 0.02 1
充実 0.51 4 行く 0.01 3
調整 0.5 4 なれる 0.01 1
休み 0.32 5 よる 0.01 1
職場 0.32 4 もつ 0.01 1
支援 0.25 5 上がる 0.01 1
カバー 0.21 3 とく 0.01 1
影響 0.2 4 怒る 0.01 1
男性 0.17 5 なさる 0.01 1
評価 0.17 4 つける 0.01 1


































育児休暇 29.9 9 働ける 1.79 4 やすい 1.43 15
早退 18 9 設ける 1.47 2 広い 0.33 3
子育て 13.45 19 働く 1.37 11 快い 0.32 1
心 9.29 4 整える 1.04 3 づらい 0.21 2
上司 6.64 16 割り当てる 1 1 ほしい 0.13 5
育休 6.34 4 取る 0.93 11 欲しい 0.03 3
社員 6.23 15 休む 0.62 7 いい 0.02 5
理解 6.2 23 なくす 0.58 2 にくい 0.02 1
急 6 3 かなえる 0.58 1 はやい 0.02 1
欠員 6 3 交える 0.42 1 上手い 0.02 1
量 6 3 あえる 0.32 1 良い 0.01 2
休暇 5.85 5 努める 0.32 1 少ない 0.01 1
環境 4.56 15 作る 0.29 11 新しい 0.01 1
配慮 4.45 8 薦める 0.26 1 優しい 0.01 1
人員 3.97 3 できる 0.24 16 難しい 0.01 1
取得 3.47 11 示す 0.22 2 悪い 0 1
業務 3.45 10 たたむ 0.22 1 多い 0 1
同僚 3.17 7 思う 0.21 19 よい 0 1
率先 3 3 帰れる 0.17 2
づくり 2.35 5 持つ 0.11 6
体制 1.54 5 甘える 0.11 1
分担 1.54 3 回る 0.1 2
サポート 1.52 8 与える 0.09 2
部下 1.45 4 とる 0.07 4
育児 1.16 4 認める 0.07 2
作り 1.11 6 つくる 0.06 2
仕事 1.09 23 求める 0.06 2
雰囲気 1.06 6 増やす 0.05 2
部署 0.97 3 支える 0.05 1
必要 0.94 14 考える 0.04 4
協力 0.91 7 もつ 0.04 2
定時 0.84 3 任せる 0.04 1
勤務 0.6 3 浮かぶ 0.04 1
職場 0.5 5 出来る 0.03 3
負担 0.47 3 つける 0.03 2
会社 0.46 8 作れる 0.03 1
相談 0.46 5 使う 0.02 3
制度 0.39 3 聞く 0.02 3
遅刻 0.37 3 変わる 0.02 2
教育 0.23 3 かける 0.02 2
体調 0.22 3 言う 0.01 4
休み 0.2 4 いく 0.01 2
対応 0.17 5 知る 0.01 2
子ども 0.17 3 増える 0.01 1
場合 0.15 4 変える 0.01 1
応援 0.15 4 見える 0.01 1
周り 0.13 3 見る 0 2
子供 0.11 4 行う 0 1
内容 0.09 3 おく 0 1
















第１項  平均値・標準偏差 
ジェンダー別に組織コミットメントの９項目の平均値と標準偏差を比較してみると、
５項目で有意な差が見られ、特に差が大きかったのは｢キャリアの残りをこの会社で過ご
したい｣で、男性が女性に比べて 0.81 点（p < .01）高くなる差が見られた。尚、女性の得
点が有意に男性を上回る項目は確認されず、相対的に男性の平均値が高い傾向にあった。
（表５－30） 
表 ５-３０ 質問項目の平均値・標準偏差（組織コミットメント） 
（出所：「仕事と子育ての両立支援に関する調査」の結果に基づき、筆者作成）  
  




男性 109 3.23 1.237 0.118
女性 72 2.69 1.182 0.139
男性 109 3.33 1.218 0.117
女性 72 2.79 1.383 0.163
男性 109 3.26 1.294 0.124
女性 72 2.44 1.320 0.156
男性 109 2.83 1.244 0.119
女性 72 2.44 1.149 0.135
男性 109 3.14 1.265 0.121
女性 72 3.10 1.280 0.151
男性 109 3.70 1.059 0.101
女性 72 3.53 1.113 0.131
男性 109 2.68 1.185 0.114
女性 72 2.76 1.284 0.151
男性 109 3.39 1.201 0.115
女性 72 2.92 1.160 0.137
男性 109 3.39 1.193 0.114
女性 72 3.03 1.210 0.143




















ライフプランを定期的に上長に相談できる」で、男性の方が女性に比べて 0.44 点高く（p 
< .05）、「欠員が出ても円滑に業務が進むように業務の主担当と副担当を任命している」
や「育児休業取得者が職場と定期的なコミュニケーションを測っている」においても
0.39 点（p < .05）、「育児休業中であっても一定の範囲で業務を行うことが認められてい
る」においても 0.37 点（p < .05）男性の得点が女性より高い傾向が見られた。（表５－
32） 
  




男性 80 3.61 1.061 0.119
女性 26 3.42 1.172 0.230
男性 80 3.35 1.115 0.125
女性 26 3.23 1.210 0.237
男性 80 3.41 0.977 0.109
女性 26 3.19 1.167 0.229
男性 80 3.33 1.100 0.123
女性 26 3.15 1.223 0.240
男性 80 3.35 1.148 0.128
女性 26 3.12 1.306 0.256
男性 80 3.60 1.132 0.127
女性 26 3.19 1.297 0.254


















男性 109 2.77 1.324 0.127
女性 72 2.58 1.242 0.146
男性 109 2.73 1.281 0.123
女性 72 2.64 1.237 0.146
男性 109 3.03 1.330 0.127
女性 72 2.97 1.267 0.149
男性 109 3.28 1.254 0.120
女性 72 3.11 1.262 0.149
男性 109 3.37 1.274 0.122
女性 72 3.15 1.241 0.146
男性 109 3.16 1.271 0.122
女性 72 2.99 1.305 0.154
男性 109 2.70 1.198 0.115
女性 72 2.49 1.278 0.151
男性 109 2.91 1.221 0.117
女性 72 2.79 1.278 0.151
男性 109 2.87 1.226 0.117
女性 72 2.89 1.251 0.147
男性 109 2.84 1.148 0.110
女性 72 2.46 1.087 0.128
男性 109 3.00 1.284 0.123
女性 72 2.81 1.252 0.148
男性 109 2.56 1.134 0.109
女性 72 2.19 1.016 0.120
男性 109 2.90 1.298 0.124
女性 72 2.46 1.100 0.130
男性 109 2.61 1.277 0.122
女性 72 2.38 1.204 0.142
男性 109 2.70 1.236 0.118
女性 72 2.31 1.158 0.137
男性 109 2.94 1.261 0.121
女性 72 2.90 1.200 0.141
男性 109 2.95 1.279 0.123
女性 72 2.93 1.142 0.135
男性 109 2.61 1.224 0.117
女性 72 2.69 1.360 0.160
男性 109 3.17 1.251 0.120
女性 72 3.03 1.363 0.161
男性 109 3.20 1.120 0.107
女性 72 3.06 1.310 0.154
男性 109 2.77 1.244 0.119
女性 72 2.51 1.256 0.148



































業を複数に分けて取得できる制度」で、男性の方が女性に比べて 0.28 点高く（p < .01）、
続いて「育児休業中に従来の給与水準を一定期間会社が保障する制度」で 0.16 点（p 
< .05）、「在宅勤務制度」で 0.15 点（p < .01）、「子育て中の社員を支援する同僚に対する
手当を支払う制度」で 0.10 点（p < .01）、「育児休業取得者の心構えに関する教育」で
0.07 点（p < .05）、「子育てを疑似体験する教育機会」で 0.04 点（p < .05）といずれも男
性の得点が女性の得点を上回る傾向が見られた。（表５－33） 
  
                                                     
12 「ある」を 1、「ない」「わからない」を 0 としている 
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男性 109 0.50 0.502 0.048
女性 72 0.33 0.475 0.056
男性 109 0.31 0.465 0.045
女性 72 0.03 0.165 0.020
男性 109 0.23 0.422 0.040
女性 72 0.08 0.278 0.033
男性 109 0.37 0.484 0.046
女性 72 0.26 0.444 0.052
男性 109 0.46 0.501 0.048
女性 72 0.54 0.502 0.059
男性 109 0.13 0.336 0.032
女性 72 0.03 0.165 0.020
男性 109 0.08 0.277 0.026
女性 72 0.13 0.333 0.039
男性 109 0.17 0.373 0.036
女性 72 0.08 0.278 0.033
男性 109 0.19 0.396 0.038
女性 72 0.24 0.428 0.050
男性 109 0.12 0.326 0.031
女性 72 0.13 0.333 0.039
男性 109 0.07 0.262 0.025
女性 72 0.03 0.165 0.020
男性 109 0.34 0.476 0.046
女性 72 0.29 0.458 0.054
男性 109 0.06 0.229 0.022
女性 72 0.03 0.165 0.020
男性 109 0.10 0.303 0.029
女性 72 0.03 0.165 0.020
男性 109 0.09 0.290 0.028
女性 72 0.03 0.165 0.020
男性 109 0.08 0.277 0.026
女性 72 0.03 0.165 0.020
男性 109 0.04 0.189 0.018
女性 72 0.00 0.000 0.000
男性 109 0.10 0.303 0.029
女性 72 0.04 0.201 0.024
男性 109 0.09 0.290 0.028
女性 72 0.06 0.231 0.027






























性のグループを 0.63 点（p < .01）上回ることが確認された。（表５－34） 








男性 109 3.27 1.148 0.110
女性 72 2.64 1.130 0.133
男性 109 3.22 0.934 0.089
女性 72 3.02 0.876 0.103
男性 109 3.15 1.023 0.098
女性 72 2.90 1.055 0.124
男性 80 3.46 0.980 0.110
女性 26 3.28 1.074 0.211
男性 80 3.43 1.020 0.114
女性 26 3.15 1.144 0.224














< .05)と「育児休業取得者への周囲の態度」(β=0.373, p < .05)が、いずれも情緒的コミッ
トメントに正の影響を与えていた。（表５－35） 




育休給与保障 0.184 1.584 0.117
育休分割取得 0.101 0.906 0.368
在宅勤務 -0.178 -1.597 0.114
フレックスタイム 0.091 0.832 0.408
短時間勤務 -0.066 -0.554 0.581
子育て社員の同僚への手当 -0.017 -0.168 0.867
事業所内保育所 -0.068 -0.659 0.512
保育への経済支援 0.135 1.035 0.303
勤務地考慮 -0.072 -0.642 0.523
配偶者の転勤先地へ異動 0.162 1.187 0.238
配偶先の転勤先地へ転職 -0.063 -0.468 0.641
看護休暇 0.036 0.329 0.743
保活コンサルティング 0.028 0.275 0.784
育児休業前教育 0.133 1.067 0.289
育児休業復帰前教育 -0.189 -1.142 0.257
育休取得者の管理者教育 -0.064 -0.466 0.643
子育て疑似体験 0.004 0.030 0.976






0.406 2.263 0.026 *
会社の啓発活動 -0.130 -0.824 0.412
育児休業取得者への
周囲の態度
0.373 2.208 0.030 *




















態度」(β=0.456, p < .01)と「仕事と育児の両立を前提とした業務体制」(β=0.393, p < .05)
がいずれも規範的コミットメントに正の影響を与えていた。（表５－36） 




育休給与保障 0.047 0.376 0.708
育休分割取得 0.103 0.852 0.397
在宅勤務 -0.185 -1.535 0.129
フレックスタイム 0.024 0.200 0.842
短時間勤務 0.005 0.038 0.970
子育て社員の同僚への手当 -0.015 -0.132 0.896
事業所内保育所 -0.155 -1.393 0.167
保育への経済支援 0.126 0.895 0.373
勤務地考慮 -0.039 -0.321 0.749
配偶者の転勤先地へ異動 0.123 0.830 0.409
配偶先の転勤先地へ転職 0.148 1.018 0.312
看護休暇 -0.022 -0.185 0.854
保活コンサルティング 0.041 0.378 0.706
育児休業前教育 0.070 0.520 0.604
育児休業復帰前教育 -0.152 -0.847 0.399
育休取得者の管理者教育 0.019 0.126 0.900
子育て疑似体験 0.080 0.570 0.570






0.393 2.017 0.047 *
会社の啓発活動 -0.018 -0.106 0.916
育児休業取得者への
周囲の態度
0.456 2.486 0.015 **













































育休給与保障 0.135 0.770 0.445
育休分割取得 0.091 0.461 0.647
在宅勤務 0.033 0.235 0.815
フレックスタイム 0.008 0.056 0.956
短時間勤務 -0.034 -0.239 0.812
子育て社員の同僚への手当 0.168 0.937 0.353
事業所内保育所 -0.075 -0.608 0.546
保育への経済支援 -0.204 -1.240 0.221
勤務地考慮 0.172 1.079 0.286
配偶者の転勤先地へ異動 0.216 1.247 0.218
配偶先の転勤先地へ転職 -0.275 -1.789 0.080
看護休暇 0.036 0.224 0.823
育休取得者の管理者教育 0.108 0.551 0.584











育児休業取得への受け入れ -0.105 -0.482 0.632
パフォーマンスベースの
評価制度










t 値 p 値独立変数
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第１項  平均値・標準偏差 
40 歳を基準とした年代別の組織コミットメント９項目における平均値の差を比較する
と、２項目において有意な差が確認され、１つは情緒的コミットメントの項目である「キ
ャリアの残りをこの会社で過ごしたい」において、40 歳以上のグループの平均値が 40 歳
未満のグループを 0.47 点（p < .05）上回ることが確認された。もう１つは規範的コミッ
トメントの項目である「もしこの会社を辞めたら罪悪感が生じるだろう」で、40 歳未満




表 ５-４０ 質問項目の平均値・標準偏差（組織コミットメント） 
 
 （出所：「仕事と子育ての両立支援に関する調査」の結果に基づき、筆者作成）  
  




40歳以上 105 3.02 1.271 0.124
40歳未満 76 3.01 1.205 0.138
40歳以上 105 3.15 1.329 0.130
40歳未満 76 3.07 1.289 0.148
40歳以上 105 3.13 1.394 0.136
40歳未満 76 2.66 1.271 0.146
40歳以上 105 2.84 1.234 0.120
40歳未満 76 2.46 1.171 0.134
40歳以上 105 3.14 1.289 0.126
40歳未満 76 3.09 1.246 0.143
40歳以上 105 3.73 1.094 0.107
40歳未満 76 3.49 1.052 0.121
40歳以上 105 2.53 1.249 0.122
40歳未満 76 2.96 1.148 0.132
40歳以上 105 3.10 1.263 0.123
40歳未満 76 3.33 1.112 0.128
40歳以上 105 3.24 1.244 0.121
40歳未満 76 3.25 1.168 0.134
















歳以上のグループを上回ることが確認された。それぞれの差は順に 0.62 点（p < .01）、0.57
点（p < .05）、0.56 点（p < .05）である。（表５－41） 









40歳以上 74 3.38 1.069 0.124
40歳未満 32 4.00 1.016 0.180
40歳以上 74 3.15 1.094 0.127
40歳未満 32 3.72 1.143 0.202
40歳以上 74 3.19 0.989 0.115
40歳未満 32 3.75 1.016 0.180
40歳以上 74 3.19 1.119 0.130
40歳未満 32 3.50 1.136 0.201
40歳以上 74 3.18 1.151 0.134
40歳未満 32 3.56 1.243 0.220
40歳以上 74 3.59 1.109 0.129
40歳未満 32 3.28 1.326 0.234









次に、40 歳を基準とした年代別の組織風土 21 項目に関する平均値の差を比較すると、
17 項目において 40 歳未満のグループの平均値が 40 歳以上のグループを上回る結果が確
認されたが、21 項目全ておいて有意な平均値の差は見られなかった。（表５－42） 
 
表 ５-４２ 質問項目の平均値・標準偏差（両立支援を促す組織風土） 
 
 （出所：「仕事と子育ての両立支援に関する調査」の結果に基づき、筆者作成）  




40歳以上 105 2.68 1.290 0.126
40歳未満 76 2.72 1.302 0.149
40歳以上 105 2.65 1.256 0.123
40歳未満 76 2.76 1.274 0.146
40歳以上 105 2.85 1.254 0.122
40歳未満 76 3.22 1.343 0.154
40歳以上 105 3.09 1.249 0.122
40歳未満 76 3.38 1.254 0.144
40歳以上 105 3.21 1.246 0.122
40歳未満 76 3.38 1.285 0.147
40歳以上 105 2.98 1.240 0.121
40歳未満 76 3.24 1.335 0.153
40歳以上 105 2.64 1.210 0.118
40歳未満 76 2.58 1.268 0.145
40歳以上 105 2.81 1.202 0.117
40歳未満 76 2.93 1.300 0.149
40歳以上 105 2.80 1.196 0.117
40歳未満 76 2.99 1.281 0.147
40歳以上 105 2.76 1.156 0.113
40歳未満 76 2.59 1.110 0.127
40歳以上 105 2.86 1.274 0.124
40歳未満 76 3.01 1.270 0.146
40歳以上 105 2.43 1.099 0.107
40歳未満 76 2.39 1.108 0.127
40歳以上 105 2.66 1.270 0.124
40歳未満 76 2.82 1.197 0.137
40歳以上 105 2.46 1.209 0.118
40歳未満 76 2.59 1.308 0.150
40歳以上 105 2.53 1.161 0.113
40歳未満 76 2.55 1.300 0.149
40歳以上 105 2.85 1.191 0.116
40歳未満 76 3.04 1.290 0.148
40歳以上 105 2.89 1.219 0.119
40歳未満 76 3.03 1.233 0.141
40歳以上 105 2.53 1.225 0.120
40歳未満 76 2.80 1.337 0.153
40歳以上 105 3.01 1.282 0.125
40歳未満 76 3.25 1.308 0.150
40歳以上 105 3.21 1.166 0.114
40歳未満 76 3.05 1.243 0.143
40歳以上 105 2.60 1.214 0.118
















































40 歳を基準とした世代別の両立支援制度・施策の認知に関する 19 項目の平均値の差を
比較すると、11 項目において 40 歳未満グループの平均値が 40 歳以上グループを上回る
結果が確認されたが、有意ではなかった。有意な差が見られたのは１項目でのみ、「育児
休業を複数回に分けて取得できる制度」に関する平均点において 40 歳以上のグループが
40 歳未満のグループの得点を 0.096 点（p < .05）上回ることが確認された。（表５－43） 
表 ５-４３ 質問項目の平均値・標準偏差（両立支援制度・施策） 
 
 （出所：「仕事と子育ての両立支援に関する調査」の結果に基づき、筆者作成）  




40歳以上 105 0.44 0.499 0.049
40歳未満 76 0.42 0.497 0.057
40歳以上 105 0.25 0.434 0.042
40歳未満 76 0.13 0.340 0.039
40歳以上 105 0.15 0.361 0.035
40歳未満 76 0.20 0.401 0.046
40歳以上 105 0.32 0.470 0.046
40歳未満 76 0.33 0.473 0.054
40歳以上 105 0.46 0.501 0.049
40歳未満 76 0.54 0.502 0.058
40歳以上 105 0.10 0.308 0.030
40歳未満 76 0.07 0.250 0.029
40歳以上 105 0.09 0.281 0.027
40歳未満 76 0.12 0.325 0.037
40歳以上 105 0.14 0.352 0.034
40歳未満 76 0.12 0.325 0.037
40歳以上 105 0.19 0.395 0.039
40歳未満 76 0.24 0.428 0.049
40歳以上 105 0.11 0.320 0.031
40歳未満 76 0.13 0.340 0.039
40歳以上 105 0.07 0.251 0.024
40歳未満 76 0.04 0.196 0.022
40歳以上 105 0.35 0.480 0.047
40歳未満 76 0.28 0.450 0.052
40歳以上 105 0.04 0.192 0.019
40歳未満 76 0.05 0.225 0.026
40歳以上 105 0.07 0.251 0.024
40歳未満 76 0.08 0.271 0.031
40歳以上 105 0.07 0.251 0.024
40歳未満 76 0.07 0.250 0.029
40歳以上 105 0.06 0.233 0.023
40歳未満 76 0.07 0.250 0.029
40歳以上 105 0.03 0.167 0.016
40歳未満 76 0.01 0.115 0.013
40歳以上 105 0.08 0.267 0.026
40歳未満 76 0.08 0.271 0.031
40歳以上 105 0.07 0.251 0.024
40歳未満 76 0.09 0.291 0.033






























ループの平均値が 40 歳以上のグループを 0.58 点（p < .01）上回ることが確認された。
（表５－44） 
表 ５-４４ 質問項目の平均値・標準偏差（両立支援制度・施策） 
 
 （出所：「仕事と子育ての両立支援に関する調査」の結果に基づき、筆者作成）  
  




40歳以上 105 3.10 1.214 0.119
40歳未満 76 2.91 1.127 0.129
40歳以上 105 3.24 0.932 0.091
40歳未満 76 3.01 0.878 0.101
40歳以上 105 2.96 1.094 0.107
40歳未満 76 3.18 0.953 0.109
40歳以上 74 3.24 0.986 0.115
40歳未満 32 3.82 0.927 0.164
40歳以上 74 3.32 1.017 0.118
40歳未満 32 3.45 1.144 0.202








第２項  重回帰分析 
１．40 歳以上のグループ 
①情緒的コミットメント 








育休給与保障 0.222 1.867 0.066
育休分割取得 0.201 1.829 0.071
在宅勤務 -0.164 -1.367 0.176
フレックスタイム 0.175 1.642 0.105
短時間勤務 -0.137 -1.186 0.239
子育て社員の同僚への手当 -0.043 -0.452 0.653
事業所内保育所 -0.179 -1.707 0.092
保育への経済支援 0.108 0.856 0.394
勤務地考慮 -0.019 -0.192 0.848
配偶者の転勤先地へ異動 0.168 1.414 0.161
配偶先の転勤先地へ転職 -0.038 -0.320 0.750
看護休暇 -0.020 -0.187 0.852
保活コンサルティング 0.142 1.422 0.159
育児休業前教育 0.079 0.656 0.514
育児休業復帰前教育 -0.004 -0.024 0.981
育休取得者の管理者教育 -0.055 -0.400 0.690
子育て疑似体験 -0.108 -0.793 0.430







会社の啓発活動 -0.143 -0.995 0.323
育児休業取得者への
周囲の態度
0.408 2.293 0.024 *


























育休給与保障 0.109 0.789 0.433
育休分割取得 0.217 1.693 0.094
在宅勤務 -0.142 -1.021 0.310
フレックスタイム 0.084 0.678 0.500
短時間勤務 0.017 0.127 0.899
子育て社員の同僚への手当 -0.054 -0.489 0.626
事業所内保育所 -0.174 -1.435 0.155
保育への経済支援 0.016 0.110 0.913
勤務地考慮 -0.039 -0.345 0.731
配偶者の転勤先地へ異動 0.151 1.097 0.276
配偶先の転勤先地へ転職 0.166 1.209 0.230
看護休暇 -0.146 -1.173 0.244
保活コンサルティング 0.058 0.505 0.615
育児休業前教育 0.034 0.239 0.811
育児休業復帰前教育 0.018 0.098 0.922
育休取得者の管理者教育 -0.052 -0.325 0.746
子育て疑似体験 -0.016 -0.101 0.920



































76 名の回答者から構成される年齢が 40 歳未満のサンプルにおける「情緒的コミットメ
ント」への独立変数の影響度を考察したモデルの調整済み決定係数は、0.287 となった。有
意な影響が見られた独立変数は４項目で、「育児休業取得者の心構えに関する教育機会」
(β=0.501, p < .05)、「子育て中の社員を支える同僚に対して手当を支払う制度」(β=0.476, 
p < .01)、「配偶者の転勤先に異動できる制度」(β=0.366,p < .05)、「パフォーマンスベース
















育休給与保障 -0.035 -0.225 0.823
育休分割取得 0.102 0.750 0.457
在宅勤務 0.095 0.722 0.473
フレックスタイム 0.071 0.519 0.606
短時間勤務 -0.082 -0.615 0.541
子育て社員の同僚への手当 0.476 3.023 0.004 **
事業所内保育所 0.075 0.669 0.506
保育への経済支援 -0.074 -0.411 0.683
勤務地考慮 -0.130 -0.787 0.435
配偶者の転勤先地へ異動 0.366 2.165 0.035 *
配偶先の転勤先地へ転職 -0.212 -1.216 0.229
看護休暇 0.136 0.837 0.407
保活コンサルティング -0.272 -1.252 0.216
育児休業前教育 0.501 2.092 0.041 *
育児休業復帰前教育 -0.073 -0.211 0.834
育休取得者の管理者教育 -0.003 -0.013 0.990
子育て疑似体験 -0.208 -1.101 0.276











育児休業取得への受け入れ -0.352 -1.687 0.098
パフォーマンスベースの
評価制度










t 値 p 値独立変数
109 
 




表 ５-４８ 自由記述データの分析（世代別／企業がすべきこと） 
 
（出所：「仕事と子育ての両立支援に関する調査」の結果に基づき、筆者作成）  

































































































































































































































































































































































































                                                     





























































































の 25 名（34%）のみであるのに対して、男性の場合は 109 名中の 81 名（74%）が既婚者














に関わる 3 つの質問の得点が 40 歳以上のグループの得点を有意に上回る結果が確認され





































表 ６-２ 40 歳未満グループの性別と婚姻関係の分布（単位：人） 
  未婚 既婚 合計 
性別 
男性 13 16 29 
女性 31 16 47 






表 ６-３ 40 歳未満グループの性別と子供の有無の分布（単位：人） 
  子供なし 子供あり 合計 
性別 
男性 16 13 29 
女性 34 13 47 
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（出所：厚生労働省「両立支援のひろば」より 2011 年～2017 年の 7 年分の事例を踏まえ筆者が作成） 
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で
き
る
制
度
「W
A
A
」
・1
か
月
の
所
定
外
労
働
時
間
の
目
標
を
45
時
間
に
設
定
・
・「
W
A
A
」に
関
す
る
従
業
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
　
「新
し
い
働
き
方
に
よ
り
、
毎
日
が
良
く
な
っ
た
」と
い
う
　
質
問
に
「は
い
」と
回
答
し
た
従
業
員
は
全
体
の
68
％
・「
生
産
性
が
上
が
っ
た
と
感
じ
る
」と
回
答
し
た
　
従
業
員
は
75
％
で
あ
り
、
生
産
性
は
「W
A
A
」導
入
前
と
　
比
較
し
て
30
％
程
度
上
昇
し
た
と
の
回
答
が
得
ら
れ
た
。
・労
働
時
間
が
減
っ
た
と
感
じ
て
い
る
従
業
員
は
　
約
30
％
で
あ
り
、
実
際
、
制
度
導
入
前
と
比
較
し
て
　
所
定
外
労
働
時
間
が
約
10
～
15
%減
少
し
た
・中
途
採
用
に
お
い
て
「W
A
A
」に
関
す
る
関
心
が
　
高
ま
っ
て
い
る
・マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
質
　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
は
部
下
の
「管
理
者
」で
は
な
く
　
「フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」と
し
て
の
役
割
を
期
待
／
　
働
く
時
間
・場
所
が
自
由
度
を
増
す
中
で
も
、
　
効
果
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
と
り
、
　
部
下
を
伸
ば
し
て
い
け
る
資
質
が
必
要
・「
T
ea
m
 W
A
A
 ！
」の
活
動
を
通
し
て
、
　
社
会
に
対
し
て
「新
し
い
働
き
方
」に
つ
い
て
　
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
「働
き
方
改
革
」
　
を
リ
ー
ド
し
て
い
き
た
い
20
17
株
式
会
社
ワ
イ
ズ
ス
タ
ッ
フ
IT
奈
良
50
人
以
下
会
社
を
設
立
し
た
き
っ
か
け
が
、
「配
偶
者
の
転
勤
や
育
児
に
よ
っ
て
退
職
す
る
こ
と
な
く
、
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
会
社
を
つ
く
り
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
会
社
が
成
功
し
た
ら
、
社
会
も
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
」と
の
思
い
で
あ
っ
た
か
ら
・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
構
え
た
「バ
ー
チ
ャ
ル
オ
フ
ィ
ス
」
・通
常
の
業
務
が
場
所
を
問
わ
ず
で
き
る
こ
と
が
基
本
方
針
・配
偶
者
の
転
勤
や
出
産
・育
児
に
よ
り
仕
事
を
一
度
は
　
断
念
し
て
し
ま
っ
た
人
が
、
再
び
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
・「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
は
、
社
会
的
に
意
義
の
あ
る
仕
事
　
な
の
で
ぜ
ひ
や
っ
て
み
た
い
」と
い
う
人
や
、
　
「自
分
自
身
も
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
経
験
し
て
、
　
そ
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
る
の
で
こ
の
働
き
方
を
　
広
め
た
い
」と
い
う
思
い
が
あ
る
優
秀
な
人
た
ち
が
　
集
ま
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
・大
雪
や
台
風
な
ど
で
オ
フ
ィ
ス
に
出
社
で
き
な
い
場
合
　
で
も
、
当
社
で
は
誰
も
が
自
宅
で
も
仕
事
を
す
る
環
境
　
が
整
っ
て
い
る
た
め
、
通
常
通
り
の
業
務
が
実
施
可
能
・法
律
に
則
っ
た
上
で
、
時
間
あ
た
り
の
生
産
性
の
高
い
働
く
　
意
欲
の
あ
る
人
が
、
し
っ
か
り
働
い
た
こ
と
に
、
き
ち
ん
と
　
報
い
ら
れ
る
評
価
体
系
と
給
与
体
系
を
考
え
る
こ
と
・先
進
企
業
と
し
て
情
報
発
信
を
続
け
る
と
と
も
に
、
　
テ
レ
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
地
方
で
の
働
き
方
の
提
案
や
支
援
、
　
テ
レ
ワ
ー
ク
人
財
の
紹
介
、
そ
し
て
地
域
に
お
け
る
教
育
の
　
変
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
20
17
京
都
信
用
金
庫
金
融
京
都
1,
00
1～
2,
00
0人
以
前
は
結
婚
や
妊
娠
を
機
に
退
職
す
る
職
員
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
理
由
で
退
職
し
た
職
員
が
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
等
が
落
ち
着
き
職
場
に
戻
る
こ
と
を
希
望
し
た
時
に
復
帰
で
き
る
制
度
に
よ
り
、
当
金
庫
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
活
か
し
て
再
び
活
躍
し
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
・5
日
間
の
連
続
休
暇
や
2日
間
の
ミ
ニ
休
暇
・本
人
、
家
族
の
誕
生
日
や
記
念
日
等
で
利
用
可
能
な
　
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
休
暇
（年
2日
）
・キ
ャ
リ
ア
・パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
　
（妊
娠
、
出
産
、
育
児
、
介
護
等
の
理
由
に
よ
り
　
　
退
職
し
た
職
員
が
退
職
時
に
キ
ャ
リ
ア
・パ
ー
ト
ナ
ー
　
　
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
で
、
退
職
後
5年
以
内
で
あ
れ
ば
、
　
　
本
人
と
会
社
の
ニ
ー
ズ
が
マ
ッ
チ
し
た
場
合
に
、
　
　
退
職
時
の
待
遇
で
復
職
で
き
る
制
度
）
・配
偶
者
分
娩
休
暇
（3
日
間
、
特
別
休
暇
）
・育
児
休
業
休
暇
（5
日
間
を
有
給
）
・妊
娠
、
出
産
を
経
て
も
継
続
勤
務
す
る
こ
と
が
一
般
的
に
　
な
っ
て
き
て
は
い
る
が
、
家
庭
の
状
況
や
事
情
等
に
よ
り
　
や
む
な
く
退
職
す
る
と
い
う
選
択
を
し
て
も
、
育
児
休
業
を
　
取
得
し
て
復
帰
す
る
の
と
同
様
に
、
職
場
に
復
帰
で
き
る
　
た
め
、
職
員
の
選
択
の
幅
が
広
が
っ
た
・就
職
活
動
中
の
学
生
か
ら
の
安
心
感
に
繋
が
っ
た
キ
ャ
リ
ア
・パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
に
お
い
て
、
離
職
期
間
が
長
い
方
も
ス
ム
ー
ズ
に
職
場
に
復
帰
で
き
る
よ
う
、
職
場
復
帰
の
直
前
に
、
通
常
業
務
で
使
用
す
る
端
末
の
操
作
に
つ
い
て
教
え
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョン
研
修
等
、
必
要
な
研
修
や
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
こ
と
20
17
健
祥
会
グ
ル
ー
プ
医
療
福
祉
徳
島
2,
00
1～
5,
00
0人
も
と
も
と
女
性
が
多
く
働
い
て
き
た
福
祉
や
保
育
の
現
場
は
、
女
性
の
活
躍
な
し
に
は
立
ち
行
か
ず
、
人
材
不
足
が
恒
常
的
な
悩
み
で
あ
り
、
良
い
人
財
に
長
く
勤
め
て
も
ら
う
た
め
・退
職
理
由
を
育
児
・介
護
に
限
定
せ
ず
、
や
む
を
得
ぬ
理
由
　
で
退
職
し
た
す
べ
て
の
職
員
に
適
用
さ
れ
る
再
雇
用
制
度
　
（成
否
や
条
件
は
、
本
人
の
在
職
中
の
経
験
、
実
績
、
　
お
よ
び
待
遇
、
離
職
後
の
経
験
、
保
有
資
格
等
を
考
慮
）
・短
時
間
勤
務
制
度
（そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
て
柔
軟
に
、
早
出
・遅
出
の
　
勤
務
シ
フ
ト
を
組
む
）
・職
員
の
事
情
に
合
わ
せ
て
勤
務
地
や
業
務
の
内
容
を
変
更
・配
偶
者
の
転
勤
に
伴
い
、
他
県
所
在
の
施
設
に
異
動
・再
雇
用
制
度
を
通
じ
て
戻
っ
て
き
た
職
員
は
、
　
グ
ル
ー
プ
へ
の
理
解
が
深
く
、
円
滑
に
職
場
に
復
帰
し
、
　
頼
も
し
い
戦
力
に
な
っ
て
い
る
・徳
島
県
内
で
初
め
て
、
女
性
の
活
躍
推
進
が
優
良
な
企
業
　
と
し
て
「え
る
ぼ
し
」認
定
を
取
得
し
た
・ま
だ
ま
だ
少
な
い
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
や
　
短
時
間
勤
務
制
度
の
利
用
を
促
し
、
組
織
を
あ
げ
て
　
男
性
の
育
児
参
加
を
後
押
し
し
て
い
く
こ
と
・介
護
業
界
は
決
し
て
い
い
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
で
は
無
い
為
、
　
職
員
の
ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・バ
ラ
ン
ス
や
健
康
管
理
の
　
取
組
を
進
め
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
な
が
ら
、
多
様
な
　
人
財
が
期
待
と
希
望
に
満
ち
て
集
ま
る
業
界
に
す
る
こ
と
20
17
株
式
会
社
シ
ー
ボ
ン
製
造
神
奈
川
1,
00
1～
2,
00
0人
「美
を
創
造
し
、
演
出
す
る
」と
い
う
企
業
理
念
に
基
づ
き
、
女
性
の
前
向
き
な
明
る
い
生
き
方
を
応
援
し
た
い
と
い
う
思
い
を
踏
ま
え
、
従
業
員
の
約
9割
を
占
め
る
女
性
が
活
躍
で
き
る
よ
う
な
職
場
環
境
に
し
て
い
く
た
め
・マ
タ
ニ
テ
ィ
制
服
の
導
入
・ウ
ェ
ル
カ
ム
バ
ッ
ク
制
度
（出
産
や
育
児
、
介
護
を
は
じ
め
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
等
で
　
退
職
し
た
従
業
員
が
、
退
職
時
の
キ
ャ
リ
ア
や
処
遇
を
　
維
持
し
な
が
ら
再
入
社
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
）
・E
S向
上
推
進
室
の
設
置
・正
社
員
、
シ
ョー
ト
タ
イ
ム
正
社
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
か
ら
　
選
択
で
き
る
雇
用
体
系
・2
01
2年
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
バ
ッ
ク
制
度
導
入
以
来
、
　
毎
年
約
30
人
、
20
17
年
度
末
ま
で
に
13
0人
以
上
が
再
入
社
・旧
知
の
従
業
員
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
で
、
長
く
店
舗
に
　
通
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
が
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
・育
児
が
落
ち
着
い
た
40
代
以
降
に
再
入
社
し
た
従
業
員
が
、
　
子
育
て
世
代
の
勤
務
が
難
し
い
夕
方
や
土
日
の
繁
忙
時
間
帯
　
を
カ
バ
ー
し
て
く
れ
て
い
る
・女
性
活
躍
推
進
の
取
組
が
認
め
ら
れ
、
「え
る
ぼ
し
」認
定
　
の
最
高
ラ
ン
ク
で
あ
る
3段
階
目
を
受
け
た
・男
性
の
育
児
参
加
促
進
・仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
・セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
支
援
（6
0歳
以
降
の
キ
ャ
リ
ア
）
・多
様
な
働
き
方
の
選
択
肢
が
増
え
た
こ
と
に
伴
い
、
　
職
場
に
さ
ま
ざ
ま
な
勤
務
形
態
の
従
業
員
が
一
緒
に
働
く
　
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
従
業
員
同
士
が
お
互
い
の
立
場
を
　
理
解
し
合
い
、
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
る
こ
と
20
17
セ
ロ
リ
ー
株
式
会
社
製
造
岡
山
10
1～
30
0人
元
々
、
従
業
員
に
女
性
が
多
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
男
性
も
含
め
た
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
を
し
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
す
る
国
の
事
業
に
参
加
し
た
た
め
・ウ
ェ
ル
カ
ム
バ
ッ
ク
制
度
　
（結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
、
介
護
等
の
家
庭
の
事
情
に
　
よ
り
退
職
し
た
社
員
及
び
パ
ー
ト
社
員
を
、
原
則
と
し
て
　
離
職
後
7年
以
内
で
あ
れ
ば
、
本
人
と
会
社
側
の
ニ
ー
ズ
が
　
マ
ッ
チ
し
た
場
合
に
再
雇
用
す
る
制
度
）
・育
児
短
時
間
勤
務
制
度
・子
の
看
護
休
暇
（有
給
／
半
日
単
位
）
・育
児
休
暇
（生
計
維
持
者
は
最
初
の
5日
間
を
有
給
）
・十
分
な
知
識
と
経
験
を
持
っ
て
即
戦
力
と
し
て
復
帰
し
て
　
も
ら
え
る
・結
婚
、
妊
娠
、
出
産
等
を
理
由
と
し
た
離
職
者
は
ほ
と
ん
ど
　
い
な
く
な
っ
た
・仕
事
と
育
児
を
両
立
し
て
い
る
従
業
員
が
増
え
た
こ
と
で
、
　
若
い
従
業
員
も
、
先
輩
の
姿
を
見
な
が
ら
、
出
産
、
育
児
　
を
経
て
も
働
き
続
け
る
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
よ
り
具
体
的
　
に
描
き
や
す
く
な
っ
た
制
度
利
用
者
も
周
囲
の
従
業
員
も
互
い
に
相
手
に
配
慮
し
、
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て
支
え
合
う
と
い
う
循
環
を
、
し
っ
か
り
回
し
続
け
て
い
く
こ
と
